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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月28日(2008.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体生成物（２）の計量分を計量しかつ送出するための計量ポンプシステムであって：
　（ａ）流体生成物を収容するための収納チャンバー（５７）と；
　（ｂ）収縮状態と拡張状態との間で移動自在な計量チャンバー（７３）であって、この
計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きにより、該計量チャンバーと、該収納チ
ャンバーとを流体連通させ、計量分と余剰分とからなる流体生成物の過剰量を該計量チャ
ンバーが該収納チャンバーから受入れるようにすると共に、該計量チャンバーの拡張状態
から収縮状態への動きが計量チャンバーからの前記計量分の汲出しを生じさせるように構
成されている前記計量チャンバーと；
　（ｃ）該計量チャンバーが拡張状態から収縮状態へ移動するときに、前記余剰分を計量
チャンバーから放出させるためのブリード機構（５５ａ、５５ｂ）と；
　（ｄ）該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間に配置された入口弁機構（１５０）
であって、該入口弁機構を介して該収納チャンバーから該計量チャンバーに向けて該流体
生成物の流れを許容する開口状態と、該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間の該入
口弁機構を介した該流体生成物の流れを妨げる閉塞状態との間で移動自在なように構成さ
れている前記入口弁機構と；
　を具備してなり；
　（e）該入口弁機構は、該計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動するときを除
いて閉塞状態に維持されるように構成されていることを特徴とする計量ポンプシステム。
【請求項２】
　流体生成物（２）の計量分を計量しかつ送出するための計量ポンプシステムであって：
　（ａ）流体生成物を収容するための収納チャンバー（５７）と；
　（ｂ）収縮状態と拡張状態との間で移動自在な計量チャンバー（７３）であって、この
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計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きが、計量分と余剰分とからなる流体生成
物の過剰量を該収納チャンバーから該計量チャンバー内に吸引するのに十分な負圧を該計
量チャンバー内に生じさせ、かつ該計量チャンバーの拡張状態から収縮状態への動きが計
量チャンバーからの前記計量分の汲出しを生じさせるように構成されている前記計量チャ
ンバーと；
　（ｃ）該計量チャンバーが拡張状態から収縮状態へ移動するときに、前記余剰分を計量
チャンバーから放出させるためのブリード機構（５５ａ、５５ｂ）と；
　（ｄ）該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間に配置された入口弁機構（１５０）
であって、該入口弁機構を介して該収納チャンバーから該計量チャンバーに向けて該流体
生成物の流れを許容する開口状態と、該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間の該入
口弁機構を介した該流体生成物の流れを妨げる閉塞状態との間で移動自在なように構成さ
れている前記入口弁機構と；
　を具備してなり；
　（e）該計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動するときに生じる計量チャンバ
ー内の負圧により、該入口弁機構がその閉塞状態から開口状態に変動するように構成され
ていることを特徴とする計量ポンプシステム。
【請求項３】
　流体生成物（２）の計量分を計量しかつ送出するための計量ポンプシステムであって：
　（ａ）流体生成物を収容するための収納チャンバー（５７）と；
　（ｂ）収縮状態と、拡張状態との間で移動自在な計量チャンバー（７３）であって、こ
の計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きにより、該計量チャンバーと、該収納
チャンバーとを流体連通させ、計量分と余剰分とからなる流体生成物の過剰量を該計量チ
ャンバーが該収納チャンバーから受入れるようにすると共に、該計量チャンバーの拡張状
態から収縮状態への動きが計量チャンバーからの前記計量分の汲出しを生じさせるもので
あり、更に、該計量チャンバーが少なくとも１個の移送孔を有し、使用時において該計量
チャンバーが収縮状態から拡張状態へ移動するとき、この移送孔を介して流体生成物が該
収納チャンバーから該計量チャンバーへ流れるように構成されている前記計量チャンバー
と；
　（ｃ）該計量チャンバーが拡張状態から収縮状態へ移動するときに、前記余剰分を計量
チャンバーから放出させるためのブリード機構（５５ａ、５５ｂ）と；
　（ｄ）該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間に配置された入口弁機構（１５０）
であって、該入口弁機構を介して該収納チャンバーから該計量チャンバーに向けて該流体
生成物の流れを許容する開口状態と、該収納チャンバーと該計量チャンバーとの間の該入
口弁機構を介した該流体生成物の流れを妨げる閉塞状態との間で移動自在なように構成さ
れている前記入口弁機構と；
　を具備してなり；
　この入口弁機構が：
　（e）該計量チャンバーの入口孔と連通しており；
　（f）該計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動したとき、その閉塞状態から開
口状態に変動し、流体生成物を前記入口孔を介して該収納チャンバーから該計量チャンバ
ーに向けて流出させるように、該入口弁機構が構成されていることを特徴とする計量ポン
プシステム。
【請求項４】
　前記計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動したとき、流体生成物を該収納チャ
ンバーから該計量チャンバー内に吸引し、及び/又は前記入口弁機構がその閉塞状態から
開口状態に変動するのに十分な負圧が該計量チャンバー内に生じるように構成されている
、請求項１又は３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記計量チャンバーが収縮状態で封止されている、請求項１ないし４のいずれかの請求
項に記載のシステム。
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【請求項６】
　前記計量チャンバーが少なくとも１個の移送孔を有し、該移送孔を介して該計量チャン
バーが拡張状態に移動したときに、流体生成物が前記収納チャンバーから該計量チャンバ
ーに向けて移送され、前記入口弁機構は前記の少なくとも１個の移送孔と連通していない
、請求項１、請求項２、又は請求項１若しくは２に従属するいずれかの請求項に記載のシ
ステム。
【請求項７】
　前記計量チャンバーがその収縮状態と拡張状態との間の中間容積状態を有し、前記の少
なくとも１個の移送孔が閉じられ、流体生成物が前記収納チャンバーから該計量チャンバ
ーに向けて移送されることがなく、前記計量チャンバーが収縮状態から該中間容積状態に
移動したときに前記入口弁機構が開口するように構成されている、請求項３又は６に記載
のシステム。
【請求項８】
　前記計量チャンバーが前記中間容積状態から収縮状態に移動したとき、前記の少なくと
も１個の移送孔が閉じられるように構成されている、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記入口弁機構が、使用時において、前記計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への
動きの最初の段階において開口するように構成されている、請求項１から８のいずれかの
請求項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記計量チャンバーが出口孔を有し、該出口孔を介して流体生成物の計量分が、該計量
チャンバーの拡張状態から収縮状態への動きの際に汲出されるように構成されている、請
求項１から９のいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記出口孔と連通する前記出口弁機構を更に具備してなり、該出口弁機構が該出口孔を
介して流体生成物の流通を可能にする開口状態と該出口孔を通る流体生成物の流通を防止
する閉塞状態を移動自在なように構成されており、該出口弁機構が、前記計量チャンバー
が拡張状態から収縮状態へ移動するとき以外は閉塞された状態に保たれるように構成され
ている、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記出口弁機構が、前記計量チャンバーが中間状態から収縮状態へ移動する時にのみ開
口されるように構成されている、請求項７に従属する場合の請求項１１に記載のシステム
。
【請求項１３】
　前記出口弁機構が、前記計量チャンバーが拡張状態から収縮状態へ移動する際の該計量
チャンバー内の液圧に応答して開口されるように構成されている、請求項１１又は１２に
記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ブリード機構が、使用時において、前記流体生成物の余剰分を前記収納チャンバー
に戻すように構成されている、請求項１から１３のいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ブリード機構が、使用時において、前記余剰分を前記の少なくとも１つの移送孔を
介して前記収納チャンバーに戻す、請求項３又は６に従属する場合の請求項１４に記載の
システム。
【請求項１６】
　前記計量チャンバーが入口孔を有し、該入口孔を介して、流体生成物が前記収納チャン
バーから該計量チャンバーに向けて流れ、かつ前記入口弁機構がその開口及び閉塞のため
前記入口孔と連通するように構成されている、請求項１、請求項２、又は請求項１若しく
は２に従属するいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項１７】
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　前記入口弁機構が入口弁制御部材を有し、これが前記入口孔を閉じる閉塞位置から、該
入口孔を開口させる開口位置へ移動可能である、請求項３、請求項３に従属するいずれか
の請求項、又は請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記入口弁機構が更に付勢機構を有し、前記入口弁制御部材をその閉塞位置へ向けて付
勢する、請求項１６又は１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記出口弁機構が出口弁制御部材を有し、これが前記出口孔を閉じる閉塞位置から、該
出口孔を開口させる開口位置へ移動可能である、請求項１１、又は請求項１１に従属する
いずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記出口弁機構が更に付勢機構を有し、前記出口弁制御部材をその閉塞位置へ向けて付
勢する、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記計量チャンバーが拡張状態に移動し、前記入口弁機構がその開口状態に移動したと
き、該入口弁機構が、流体生成物を前記収納チャンバーから該計量チャンバーへ移送させ
る唯一の流路を提供するように構成されている、請求項１から２０のいずれかの請求項に
記載のシステム。
【請求項２２】
　前記入口弁機構が、（i）該入口弁機構を閉塞状態に付勢させる付勢機構を有し、（ii
）前記計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動した際に該計量チャンバー内に生じ
る負圧により該入口弁機構を、前記付勢機構の付勢に抗して、その閉塞状態から開口状態
に移動させることができるように構成されている、請求項２、請求項４、又は請求項２若
しくは請求項４に従属するいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記付勢機構が、前記計量チャンバーが収縮状態から拡張状態に移動した際に該計量チ
ャンバー内への流体生成物の導入により該計量チャンバー内の圧力が増大したとき、前記
入口弁機構を閉塞状態に戻すことができるように構成されている、請求項２２に記載のシ
ステム。
【請求項２４】
　前記移送孔が開口する前に、前記入口弁機構が前記入口孔を開口するように構成されて
いる、請求項３又は請求項３に従属するいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記移送孔が開口する前に、前記入口弁機構が前記入口孔を開口するように構成されて
いる、請求項６又は１６に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記計量チャンバーの中間状態における容積が、前記計量分と同一又は実質的に同一で
ある、請求項７、請求項８、又は請求項７若しくは８に従属するいずれかの請求項に記載
のシステム。
【請求項２７】
　該計量チャンバーの収縮状態において、前記計量チャンバー及び前記収納チャンバーが
互いに離間している、請求項１から２６のいずれかの請求項に記載のシステム。
【請求項２８】
　請求項１から２７のいずれかの請求項に記載のシステムを備えた流体ディスペンサー。
【請求項２９】
　分配用出口を有し、使用時に、この分配用出口を介して計量分が前記システムにより送
出されるようにした、請求項２８に記載の流体ディスペンサー。
【請求項３０】
　前記分配用出口がノズル内に設けられている、請求項２９に記載の流体ディスペンサー
。
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【請求項３１】
　前記ノズルが、身体腔内に挿入するために構成されている、請求項３０に記載の流体デ
ィスペンサー。
【請求項３２】
　前記ノズルが、マウスピース又は鼻孔ノズルとして構成されている、請求項３０又は３
１に記載の流体ディスペンサー。
【請求項３３】
　手持ち式のものである、請求項２８から３２のいずれかの請求項に記載のディスペンサ
ー。
【請求項３４】
　前記計量ポンプシステムを作動させるための手動操作可能な作動機構を有する、請求項
２８から３３のいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項３５】
　前記計量チャンバーがその収縮状態に保たれる静止状態を有する、請求項１から３４の
いずれかの請求項に記載のシステム/ディスペンサー。
【請求項３６】
　流体生成物を収容してなる、請求項１から３５のいずれかの請求項に記載のシステム/
ディスペンサー。
【請求項３７】
　前記流体生成物が薬剤である、請求項３６のいずれかに記載のシステム/ディスペンサ
ー。
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